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睦眉会の皆様、日頃は本学の教育研究についてご理解．ご支
搬を賜り、誠にありがとうございま説平成23年４月に、二宮恒
夫先生の後任とし恵学科長を拝命しました。ご挨拶が遅れま
したが、この場をお借りして、ご報告と今後のさらなるご協力を
改めてお願いし、ご挨拶とさせていただきま式
今年の３月には、地震、津波、原発の大願故という未曾有の

災害が東日本に発生し、多くの方が甚大な被害を受けました。
９月末を迎える今日においても、被災地の厳しい現状が報道さ
れていま式さらに加えて；台風によって近畿地区にも大きな被
害が起こっていま室被災された皆様に心よりお見舞い申し上げ
ま魂
本職では、保健学科長としての抱負を二つ挙げたいと思いま

晩一つは災害時の対策を具体的にしていきたいと思っていま説
幸いにも2010年春には、老朽化している保他学科の南側の棟の
耐震工事が終了していま室徳島県で南海･東南海地震による
取り組みがなされておりますが、推測される被害やマニュアル化

された対応を超えた個人個人の判断力・
行動力の必要性を今回の災害は教訓と
して示していますも教職員や学生が災害に対する意識を高め、
防災訓練にも穣極的に参加できるようにしたいと考えていま魂
もう一つは、保健学科、大学院の教育研究の質的向上で沈

睦眉会の皆様方に基盤を作っていただきましたおかげ五平成
23年３月には大学院後期課程が完成年度を迎えました。９月ま
でに、２人が大学院博士課程を修了し保健学博士号を取得され
ました。学部生や大学院生は、大学の宝で魂高い資質を持っ
た学生(院生）の皆様が、目的を持って主体的に学び医疲八
としての実践を基盤とした研究力を持つことは、大学発展の原
動力になりま爽皆さんが気持ちよく学べる環境作りにも力を入
れたいと思いま魂
同窓会の皆様には、ご自身はもとより若い人たちに徳島大学

医学部保健学科および大学院に関心を寄せていただけるように、
ご支援。ご高配をいただけますようお願いいたしま魂
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東日本大震災からはや６ケ月、甚大な人的・物的被害を出した台風１２号も記憶に新
しい。最大級に快適な毎日が突然に｢非日常」の世界となる現実を目の当たりにした。
風光明蛎で四季を持ち快適な生活環境を整備してきた｢現代日本」は、その根底が揺
れている。プロの医療技術者である我々は、各々被災地に災害派遣された．専門職と
してー定の協力をし、今後も長期的な援助が必要である。しかし積極的な災智活肋へ
の参加は自己の家族、職場、コミュニティが安定してかつ安全であってこ毛初めて可
能となる。だが今回誰もが突然､非日常の｢被災者」の一人になり得る事を知らされた。
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徳島大学睦眉会会長往時よく耳にした｢想定外」という言葉だが、これを免罪符とはしたくない。通常の

河田明男日々 は､ﾘｽｸｺﾝﾄﾛーﾙの上に成立している事実を各々 が深く考察しなければな

'熱蕊撫|鰯雲羅議識凝議薫離
活躍は期待できない災害時の対応キーワードに｢自助･共助･公助」がある。まず自己･家族の安全を確保し、
医療職としての専門分野の活躍、職場のインフラ確認の後に稼働可能な装置｡機器を使用しての業務の実施。
病院組織が一定の人的･物的能力を確保している事を確認後災害医療を実施する。
ここまで災害時の業務環境と自己の対応を再考すると、想定外の砺態で対応に組縮

があったという脱明に終始する状況は回避される。そこにある危機に如何に対応すれ
ば良いのかを私なりに考えてみた。
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笑顔の種､蒔けたでしょうか≦
季節の花はきっと咲きます。

徳島県医療救護第５班 徳島大学医宇部附属櫓腹学校27期生
徳島大学医学部附属助睡婦学校22期生
徳 島 大 学 病 院 柚 友 千 寿(３月２８日～４月１日)の一員として

宮城県石巻市立万石浦中学校保健室が診察室でした。私が肌
で感じた、あの情景･あの匂い・あの哀しみを贈るだけの術を持
ちあわせていません。これだけの情報社会に暮らしながら、マア
コミから知り得る情報は、ほんの極一部にしかすぎないことに息
を呑みました。座して状況は変えられません。誰しもが何か自分
にできることをと、もどかしい思いの中、皆さんを代表して派遣
していただいたことに、感謝いたしま爽
診察を受ける母親に代わって乳児を抱きながら、保健室の硬し

ベッドに横たわる方に点滴をし、背中のカーテン越しに診察を待
つ多くの方々の気配を感じながら、あの時のことを涙ながらに語
る方の手を握り、あの感情はまざまざと蘇りま魂そして《ナイチ
ンゲールに思いを馳せました。相手に寄り添い、櫛かな環境とき
れい軟水と空気、看護の原点であること。診療介助という顕在す
る他服問題､環境調整･疾患の徴候といった潜在する健康問題に、
看護専門職だからこそでき得ることですもまた、多分野にわたる
知識と技術、心身共に体力、そして専門職が専門職として自律Ｌ

て役割が果たせるというチームワークは不可欠でした。
人災の側面は否めませんが、今も災害は続いていま説自分↓

できることを継続する力、決して忘れない力、まだまだ私達に一
きること、すべきことはありま式
また、きたるべき災害への備え、東海･東南海･南海・日向灘

の4連動地震が想定されていますが、これは地球規模・宇宙規模
の自然の営みであり、人智の及ぶところではありません。自然は
過酷ですが、人の残酷さに比べたらまだましかもしれません。Ｌ
かし、人は力を合わせ物心共に備え、助け合うことはできま戎
看護職はともすると自己犠牲を厭わない強さを持ち合わせていま
実そうさせないためにもシステムを構築し、トレーニングを繰り
返すこと、職場ではもちろん学校でも家庭でも、自然は人間に都
合良く合わせてくれるわけではありません。
最後に、村上仁士徳島大学名誉教授の言葉を記しま魂「あな

た達が傷つかないこと、あなた達が死なないこと、それがあなた
達の義務で式あなた達は、支援する側になるべき人達で魂」

徳島大学医学部附属助産婦学校33期生
徳島大学病院

森 内 洋 美
東日本大震災医療救護に参加して

３月1旧、東日本の地を襲った大地腰、映し出されるすさま
い光景を見て《恐怖と悲しみに涙しながらも、何か役に立ちたし
と感じていたのは、決して私だけではないでしょう。
今回、発災から約70日後の５月21日～５日間の日程五医療救

誕班の一員として宮城県石巻市に入りました。仙台市内から赦
誕所のある万石浦中学校まで50kmの道のりを２時間半かけて毎
日通いました。北上川を渡ると景色は一変し、畑中や家の上に
押し上げられた車、家財の流された家々と瓦磯の山。衝撃的で
したが、医疲救護者とし乙地元医療への再生･継続へという時
期に自分に何が一体できるのか、自問自答しました。
救護所へ来られる人は、慢性的な疾患の悪化や身内・友人を

失ったことによるショック、精神的疲労からくるストレスなど、生
活に密耕した症状の訴えが殆どでした。救縦班は、その中でも
継続的に関わる必要のある症状に対しては、前後の班と情報交
換を行い、必要時は保健師や地域の基幹病院との連携をとって
いきました。そうする中̅な救護班内のチームワークや他職種と

の連携、地元医旅の再開状況を救護所に来られる人に伝えるた
めに、正硫なtf'l報を得てへ的硫に発信していくことの亜要性を改
めて感じました。時期的に水道･晒気などのライフラインが復旧
しており、医撤術生材料も不足なく業務の遂行ができました。し
かし、日頃恵まれた環境下で働いている私達が、物が不足しラ
イフラインの閉ざされた中̅ご自分の手と目と経験を駆使し-こ
看護師あるいは助産師として看護ケア･看護診断することができ
るだろうかと不安にも思いました。

1期.：豚

今後数年後に起こぎ
うる南海大地震に備え、
組織だけでなく各個人で
何が必要であるのか、何
ができるのかを真剣に考
え行動にうつしていくこと
が大事であると考えま魂

前列真ん中が本人→

空ﾏ画DjEqJU.悪〃

鵬､瀞！
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東日本大震災福島県南相馬市での検案業務 徳島大学医療技術短期大学部
診撤放射線技術学科１期生
徳島県立海部病院

高島宏輔(検案前放射線サーベイランス)活動報告
〃2011年３月1旧金曜日午後2時46分”

この日のことを全国の多くの方が忘れることはないでしょう。
「東日本大震災」
このとき私は、現在勤務しております徳鳴県立海部病院(徳島

県海部郡牟岐町にある)でいつもと変わらず勤務をしておりました。
ただいつもと状況が違ったのは、ちょうどその日はエックス線

撮影装置更新のために新しい機器を搬入する日であり、午後から
通常業務の傍らその準備に奔走しておりました。ですから、私自
身は地霞発生時に何が起きていたのかも全く知ら説初めて知っ
たのは院内受付前に設腿してあるテレビのニュース映像に群がる
人たちを見たときでした画（当院でこれだけの人が集まるのはあま
りあり得ないほど･･う
その後まもなく発令された津波警報。当院は過去に津波の被害

に遭っている地域であり､地震､特に津波に対する恐怖心は強く、
マニュアルもあるのですが、他の職員もパニック状態。外来診療
中であったため錘診察や処悩中の患者さんや一般の見舞客の避難
誘導、入院患者さん(移勤可能者）や最低限の医療機材･薬品な
ども最上階へ移動させるなどの措置を講じていました。その矢先、
私に声をかける人たちがいたので魂
「これはどうしましょうか?」
そうで魂搬入した新しい装置も待避させた方が良いか搬入業

者の方から声をかけられたので魂早々に待避場所を確保し、そ
の後も慌ただしい１日であったことは今でも忘れられません。
その後、震災による被害状況は想像を絶するとともに趣DMA

Ｔなどの医療支援チームの派遣をはじめ、各方面からさまざまな
支援の要柵が頻繁になったのは皆様もご承知のことと思いま沈
特にわれわれ診療放射線技師には、福島第一原発における覗

故による人体への放射線被ばく調査などへの従事が放射線を取り
扱う専門的立場として求められました。思い起こせば、阪神淡路
大震災の時にも多くの支援が必要であった際には医療従事者とし
ての我々の職種では、その能力を生かせることはほとんどなく、
歯がゆい思いをしたことを記憶しておりま魂地震･津波による自
然災害がもたらした砺故とはいえ、今回のような原発朝故は本来
あってはならないことで魂ただ、現実として起きてしまったもの
に対する対応のなかで我々の職種が活躍の場を与えられ、それが
求められているのであればと思い、私は職場の仲間などの理解も
受妹支援に参加させていただきました。
私たちに与えられた任務は、福島第一原発周辺の行方不明者の

捜索が徐々に開始されたことを受は行方不明者が発見され身元
確認などのための検案業務に際し、行方不明者の被ばく状況(延一
遺体に放射能をもつ放射性物質が付蒲などしていないか）を測定
し、捜索作業や検案作業に従事する作業者への影響がないこと寅
確腿する業務でした。
４月19日、同じ同窓生の先輩２名とともに徳島を発ち、福島へ

と向かいました。この時は東北新幹線もJR福島駅までは運行
ており、福島市まで移動しました。そこから先へ向かう交通手段
がないため、依頼元である福島県警の方が車で迎えに来ていたr・
き、そこから我々は南相馬市にある宿泊地まで送っていただきま
した。この日は４月にしては肌寒く南相馬市へと向かう道中には峠
を越えるのですが､その車中では吹雪になるほどの雪景色でした。
翌日からの５日間、我々は２班に別れ検案所兼遺体安置所で業

務に従砺し、無事に任務を遂行して参りました。私たちが従事
てきた業務については、発見されてきた行方不明者と接するとし
う想像以上に厳しいものでありました。
被災状況もニュースなどの報道を実感させられましたｕ私た一

の宿泊ホテル周辺は津波の被害をあまり受けていない状況でした
が人影は見られ式また車で数分も移動すれば津波による被害房
まともに受眺海岸線まで数キロ離れている場所にまで漁船が流
れ蒲いてきており、そこから先も本来ならばあるべき家屋もすべ一
流ざれ聯海岸線まで見渡せるといったすさまじい地域でした。
今回の経験については簡単には表現でき説多くは語れません

でしたが、同じ国民がこのような被害に遭っている状況下で何蝉一、
かの役簡'｣を果たしたいという思いで行かせていただきました。
近い将来、我々も何らかの自然災害による被害に遭うかもわか

りませんし、避けては通れないかもわかりません。ただ、今回の
ような二次的災害による原発事故のようなことは絶対にあってはな
りません。
私は、滞在した間に接した福島県の方々との思い出は一生忘オ

られません。自らや肉親･知人が被災しているにもかかわらずミ
そのほかの県民や我々支援に伺ったものに対しても手厚くお世話
をしていただいた姿には尊敬の念でいっぱいで説
最後に、一緒に業務に従事していた福島県警の隊長からいた

いた一言で終わりたいと思いま魂
「我々が受けた被災状況を出来るだけ多くの方に知っていた

き､今後の教訓とLﾉていただきたい。そのためなら私たちはどのよ
うなことでもご協力させていただきま魂」
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しれない、一度糧態をやめようとも思いました。
確かに、５年間自分の時間を多く持ちいろいろなこ ｰ

とにチャレンジすることができました。でも何か物
足りなさを感じていました．自分のやりたいことは
何なのかはっきりと考えることができるようになり、
徳島大学病院に再就職しました。夢だった感染管理・・
の潔定を取得するチャンスを病院に与えてもらいま酔一
した。感染管理は日々大変でくじけそうなこともあ厚，
りますが､乗り切っていける自信がつきました｡今は、

峠 一 一

徳島大学病院の良いところもたくさん見えてきます。
すてきな同僚や先輩看護師の方、そしてがんばって匿一
る 後 輩 が た く さ ん い ま す 。 ｰ . ー
後激の皆様、やりがいや価値を感じて仕事をする”-

ことは堕要です。自分の目指す看溌を探して楽しん-．、
で学びましょう。一緒にお仕事できる日をお待ちし-岸一
ています！
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感染管理認定看護師左
取得して思うこと
徳島大学医学部附属看護学校32期生
徳島大学病院

高開登茂子
皆様こんにちは。３２期生の高開です。
私は、現在徳島大学病院の安全管理対策室感染対

策部門で､感染管理看誕師長として勤務しております。
平成18年に、感染管理認定看護師を取得したこと

=．-̅̅善一̅-は大きな人生の転機となりました。
一一人は､自分の仕事人生(キャリア）を振り返った時、

人生半ばで自分を再評価する時期があると言われて
います。私は迷いながらも思うところあり、平成１２
年に一度徳島大学病院を退峨いたしました。今から
思えば、これがこの再評価の時期ではなかったかと
思います。何か楽しみながらできる仕事があるかも

- １ ■ ｡ ■ ■ Ｄ - - Ｃ - - ｡ 一 一 ｰ 一 . ● ぬ 一 一 一 一

ー ｰ - - - - 三 日 一 二 一 一 ｡ ＝ー 一 ̅ - - 一 ● 中 一 一 一 一 一 一 一 一 一

集中ケア認定看護師となって その後、上司や同僚・家族の理解と協力によって、
県立中央病院の同期２名と共に、晴れて徳島県で第一
号の鯛定澗砿師となることができ、現在に至っていま
す。今は、災学治療病棟の糧餓師長として管理業務を
行いながら、主にスタッフ教育を中心に活助を行って
います。
集中ケアでは、生命の危機状態に置かれている患者

の病態変化を予測し、それに応じて重熊な合併症を予
防すると共に、人工呼吸器をはじめとするME機器や
多数の築剤のサポート下にある患者に対して、呼吸
循環・脳神経機能をはじめとするリハビリ唇謹を実践
し、回復過程の促進を図るのが目標です。その際、患
者が緊急かつ重症であるがゆえに、看護師のほんの少
しの油断や判断ミス、看態介入の遅れが患者に重大な
結果を招くことがあります。そのため、稽護師は自ら
の能力を過信することなく、師虚かつ賊実に看護に向
き合わなければならないと常々自らを戒めつつ、より
自律した看護実践を目指して、日々葛藤中です。
今はまだ認定看護師の名に恥じないだけの成果を残

すことができておりませんが、今後は一人でも多くの
後進を育てることを目標に、地道に頑張っていきたし
と考えています。

徳島大学医学部附属看護学校34期生
徳島大学病院

中野あけみ
2002年に塑症集中ケア認定看護師（07年より集幸

ケア認定看讃師と名称変更）になって今年で早9年、
来年には２回目の更新審査を迎えようとしています．
潔定看磯師を志した頃の私は、卒後16年目の中堅ｆ
護師で、平成10年に新設された縦学治療病棟（にＵ
ＨｃＵ・BCR）の副看護師長として、脇目も振らず急性
期看護に没頭する日々を過ごしておりました｡しかし
徐々に「どうして看護師は医師の指示がないと何もて
きないんだろう」「たとえ急性期であっても、看謹師
の判断でもっと自律した看護ケアが実践できるはずで
は」「そのためには根拠に基づいた積謹判断が述べ字
れるようにならなくては」「もっと質の高い看腰が』
たい」という思いが強まる一方で、自分自身の看護実
践能力や判断力、指導力に限界を感じ、もう一度学び
直したいと痛切に思うようになっていました。そんな
時、認定濁繊師制度に出会い、「これだ！」と休中か
らアドレナリンが湧き出したのを覚えています。
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…．．、脳卒中リハビリテーション看護再描築できるよう支援することです｡そのため､脳卒＝・…・・
一. ̅一認定看護師として中｣と｢ﾘ ﾊ ﾋ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ ｣が分化された分野ではなｰ・・
----徳島大学医療技術短期大学部看醗学科２期生く｢脳卒中リハビリテーション看護｣という一つの分，-．・

野なのだと納得しました。
了-:二徳島大学病院原田路可現在潔定霧護師として脳卒中急性期の“化回避

私は、平成19年４月から半年間愛知県看護協会ののためのケアとリスク管理しながら悪者さんの生活
教育課程で研修を受け、平成20年に脳卒中リハビリ再柵築を支援するためのiADL向上に向けた早期リハ．--テーシヨン看護認定看護師として認定されました｡研ビリテーションに取り組んでいます｡具体的には、-．．-．

一・一修前までの約３年間iSCUで勤務していましたが聖正直scu離床基準を医師と協議し決定､その基準に沿って--．．
．．--「脳卒中｣と｢リハビリテーション｣が一つの分野とい安全な離床、ADLを向上するために療護生活の中でｈ-．-．、
-. - -うことがしっくりしませんでした｡しかし、教育課程患者さん自身がセルフケアできるように指導するな-．

で学ぶうちに自分が脳卒中愈性期の匝駕化回避だけどです｡また､医師､看護師､リハビリスタッフ､栄養
を重点化して看餓していたのだと気付きました｡溺鰻士､医療ソーシャルワーカーによるチームカンファレ．..̅̅一師は､患者さんが入院しているその期間だけ関わってンスを実施し患者さんや家族の思いに沿ったケアが

一一一います｡しかし患者さんは､脳卒中発症から急性期･回提供できるよう活動しています｡患者さんの状態を把．一一
---復期･維持期と状態に合わせて病院あるいは施設や在提し、リスク管理をしながらセルフケアを促すことI．-
…宅へと移られますが､どの時期もその方の人生の一部峡2幅悶患響さんに寄り添っている“師だから震.二

分です｡ですから、脳卒中患者さんに関わっている糧こそできる看霞だと思います。
護師のアウトカムの一つは､患者さんが脳卒中によっ今後は､自部署だけでなく、院内の他部署や院外の
て何らかの障害を持ちながらも将来、地域(在宅であ連携病院､地域へと脳卒中患者さんにより良いケアが詞．．．.-一"臓灘で……がで書…塞露…誌"うに鋤してい…毒え…Ｆ

■ ■ 画 一 Ｌ 一 ◆ 一 一 一 レ ー 一 一 一 つ 一 国 一 一 - - 国 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ● 一 ● ● ● - 一 コ - 一 一 一
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- - 膝 培 養 士 と し て
．--徳島大学医学部保健学科検査技術科学騨攻１期生

- - - ・ 徳 島 大 学 病 院 矢 野 祐 也

私は徳島大学保健学科検査技術科学専攻を卒業一一一後､同大学院に進学し､その後､大学病院の産婦人科で
．---一膝培養士として勤務しています｡雁培養士の仕事は、
-----体外受精において卵や綱子を扱うことですが､検査技
一一一師として習得した技術が日々のラポワークに生かさ
-れています｡自分の行った仕事が患者様の治撤成綱に

大きく影響するので､賀任重大ではありますが､その
分やりがいも感じられる仕事です｡また、医師と接す
る機会も多く､そのことが自分にとって良い刺激にも̅．一一､．なります｡全国的に見ると、歴培護士の多くは私と同

一一一．じ検査技師出身あるいは検査技師と兼任の方々です
---が､農学部などで生物学を学んだ方々も旺培養士とし

一一"‘--て働いています｡現在のところ、日本晴乳動物卵子学
一一会と日本臨床エンブリオロジスト学会がそれぞれ独
--一立して認める学会認定資格があり､大学等で生物学等

を学んでいれば､体外受鞘施設での１年間の実務経験
一 一 一

を経ることで､これら聡定試験を受験することができ

鉛

■

一

｛

》

一

一

声一一戸岸医同

杢

ます｡現在は別々の資格ですが、将来的にはこれらの
資格が統一され､さらには国家資格となることが望ま
れます｡昨今､旺の取り巡えが問題となりましたが､施
設の規模によっては専属の旺培義士が存在しないの
が現状です｡体外受精の仕事は煩雑で、他の業務の片
手間にはできない仕事なので､ミスの防止や治療成績
を維持するためにも､専属の雁培養士を闇くことが望
まれます。
最後に後謝へのメッセージとして､私は従来の検査

技師の枠を超えて働くということで､検査部との環境
の違いや､仕事に対する重圧から戸惑うこともありま
した｡しかしながら今になって思えば、意外となるよ
うになるものだな、というのが感想です｡皆さんは検
査技師として､あるいは他の職槻としてステップアッ
プする機会があると思います｡その時は恐れずにチャ

三
萱
i二
仁

に
レンジしてみて下さい。
案ずるより産むが易し、
意外と楽しいかもしれま
せんよ。

一 一 一 四 一 屯一 - - - - ｰ ＝



第 １ １ 岩(6)2011年12月１４三

昭和40年衛生検査技師学校を卒業後、徳島県立中央病院・
中央検査部・病理部門で臨床検査技師として勤務。昭和５２
年細胞検査士の資格を取得され、永年にわたりがん検診、
がん診断に従事。平成11年中央検査部技師長に就任。平成
17年退職、その後も細胞診に従事され今日に至っている。
役員歴：(社1徳島県臨床検査技師会・会長、1M旧本臨床衛

生検査技師会理事、四国臨床検査技師会・会長、日本臨床
細胞学会都道府県代表者等で活躍される。
受賞歴：平成９年厚生大臣表彰、平成19年細胞検査士会

零識
手塚健一
て づ か け ん い ち

功労賞、平成20年瑞宝双光章等
を授与される。

これまで、がん診断をはじ鋸
とする医療の発展に多大な貢誌
をされてきた。

徳島大学医学部附属衛生検査技師学校
昭和40年卒業

(元)徳島県立中央病院中央検査部技師長

活躍する卒業生

徳島大学医学部附属診療エックス線技師学校昭和37年卒業
(元）徳島大学医学部附属病院放射線部技師長

卒業後、徳島大学医学部附属病院に勤務されましたが、翌年の昭和38年４
月より愛媛県立北宇和病院に勤務となりました。その2年後の昭和40年４月
より徳島大学医学部附属病院で採用され、平成10年４月に同放射線部技師長
に就任されました。技師長就任時には中央診療棟の再開発にご尽力され、施
設をはじめ設備等の充実を図り、品先端技術を満棚した放射線部となりまし
たが、残念ながら平成15年の開院を待たずに、平成14年３月に退職されまし
た。対外活動としては、社団法人徳島県放射線技師会の理砺として活蹴され
ました。また平成19年11月には、これまでの功績に対し瑞宝双光章を授与
されました。

ｖや蒜
藤田勝彦
ふ じ た か つ ひ こ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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平成23年度徳島大学睦眉会総会報告
日時：平成23年７月４日（月)     １８ : 30～1９ : 30
場所：徳島大学医学部第二会議室

I111会
会長挨拶
蹄耶
CD平成L."J年度事業報告
（２）役員会穣告
($）平成22年度会計靴告
(4)会計監査報告

I．，雛案群雛
(１)平成23年皮下線案、リド難.1凹案につい-Ｅ

5．その他
6．棚会総会次第

統入生歓迎昼食会のmm・・・・・・・・・・・・．．．・・・・
近畿地区放射線技師同悪会『薩眉会」への出府（会長）.．。・・・
総会・講演会の開怖．.‘・・・・・・・・．．・・・・・・・・
ホテルクレメント徳島（参加者４９榊
鮒８回榊演会「徳烏県における城尿病I侭療観光の試み」
松久宗英教授（卿勘大学柵旅捕|聯床･研究,;ii艇センター）

卿醐大学同窓会迎合会交流会「ぴざん会」への出川リ（会長他５妬）
徳脇大学同窓会迎合金交流会『関東びざん会」への出席（会長）・・
睦眉会会鞭の発行・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・．，
卒業式・医学部各賞授与式州席（会長他）・・・・・・・・・・・・
＊猫・修了記念船の州M．．，．．．．．．・．・・・・・・・

f-成;22* 4月() II

平成22年』１月1711
平成22年７月1111

平成22年度

事業報 平成22年７月24:

平成22年1０月２罰

平成22年12月１５三
平成23年３月23壷

平成23年３ﾉ123;：

役員会報告
1.役員会開催状況（平成22年４月～23年７月）

2．各種委員会開催状況

3．役員会・委員会における主な協議事項

徳偽大学同窓会述合会への協力について
ホームベージの迩州について
緬入/k歓迎払食会Ⅲl伽について
本巣・修了記念M』について

睦胴会総会・講演会について
|鋤側会役同改選について
雌)側会会報の発行について
I股川会食戯翁紳”発行について
IIh川会の役11の委風会所肋についぞ

年ロ

H･竪

回農

２区
３恒

４匝
５便

１ m 催 日
t成;22'tp4 IÎ IM  (水）
iW22lp６ﾉi a u (木】
平成22年７ﾉ１１日（木
総 会 - '
平成22年７月un (n
平成22年８月180   (水
平成23年３月28日（月
役貝会・総会lilll!
平成23年７月1日I l l

叩 〃 !

|徳?：
I斑学部鮒二食縦室
瞳学部第四会誌室

ホテルクレメント徳島

医学部第二会議室
侭学部鋪二会識室

隆‘歌部鋪=箔会雛蝋

場 所
浦皇会騰蝿

参加人番
１１』

224
３６名
(会員！

22』

委員会名
会鞭婆巨

ホームページ霧仙会

開 催 日

､１４成̂t|-l１t| ２ 11   (火）

伽’

鯉zf-ft n i o (水）
趣î tr-i０月ｌロ（金）

場 所
辰学部第晒会議室
医学部瀧弓会雛竜
医学棚掘：会雛蝋

参加人劉
９名
Ｓ箱
６稲
３翁
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o・平成22年度睦眉会会計報告

【収入の部】

(平成22年４月１日～平成23年３月31日

貯金利子

【支出の部】

【収支決算の部】

平成23年３月3１口会計市原多香子
会計監査報告

！'4成22年血の会.¥¥m飛権慌沸いたしました。会,11処nMは適正に、！E州に処mされていること牡811ﾘIいたします。
平成23年7川Ill %i１Ｉ後脈奨弥判．

手塚他一＊以上の報牌ﾘﾄ項は、すべて"t腿されました。

:８平成23年度睦眉会予算
【収入の部】

(平成23年４月１日～平成24年３月3ia)

【支出の部】

館平成23年度事業計画
１．緋入生欲迎鵬食会のＩＭＩ伽．．。・・・．. .・平成23ｲﾄ４ﾉ I ( i 11
２.徳島大学I"1恋会述合会ニユースレター（活腿･ｳｰる卒業生）掲戦・平成i23ｲﾄ塵lﾉ１，９月
３.総会のW州i (役員会で総会に代える〉・・・・・・・・・平成,;.::年７月４日
４.睦眉会郡務室改修・・・・・・・・・・・・・・・・平成23年８～９月頃の予定
５.徳島大学同窓会通合会交流会ｉびざん会』への出席（会長他）・平成23年I0j130p
６．徳島大学同窓会辿合会交流会『近溌びざん会」への出席（会焚他）平成23年10～12月頃の予定
７ . 睦 用 会 会 椛 の 発 行 ， ． ． ． ． ． 。 . 、 V - 戒 2 3 * P J 2 月 頃 の 予 定
８．卒業式・隈‘学部各賞授与式出朋（会長他）・・・・・平成24-fp.3ﾉ12:111
９．卒難・修 j '肥念品の剛呈， .・・・・・・・ .．、 '&成24 ｲ |割月23日

＊予算案、４F業計画案は、提案どおり可決されました。

本部会没(158名分）

繰越金
！ Ｙ - 収 入 合 計

柵ＮＮ剛･金"，額1W;ハ

１０，５５９．３９４

総会徴用
印刷費・送料（会報代を含む）
会 議 費 ， 1 , , i 1 , 1 1 鍔 唖
慶弔費（入学卒業記念品，退職教員記念品代を含む）
雑 徴 、 " に “ w ｊ ） A 柵 八 N 州 ､ Ｉ

支出合肝

．、金ルハ額rヅ , '
D１ｌｌｌ

ｈ

２４９．５７８
1．314.0５1
２６９，９９５
６４
７〔

２，５５９，２６１
3７７

ｊ総収入額細糊Ｉ搬測
１０，５５９．３９４

’ 繕安m額Ⅷ洲
２，５５９，２６１

剛側測次年度繰越額

…綱ｊ:典…T ‘ .１項好伺…ｊ:侭珊ｆ､ ‘純一…・丹‘
季 司 i 会 藍 ( 1 5 4 穐 分 ） -

子利歴前 年 度 練 』 越 金 ＝ ＝ ＝ ＝ 一
収 入 合 計 一

f ' # : : ､ ^ m 職 . . ’

■■■■■■■■

１１，０８０，６３３

総 会 費 期 - ， ， M 1 W , w 倖 Ⅷ
印刷萱・送料（会報代を含む〕

謡〈雪慶弔徴（入学卒業記念品，巡I磯教員記念品代を含む
雑徴
会報撰興会活励徴用三三
睦眉会嚇務鎚改修磯用一
予 価 費 - - - - - ＝

支出合計

5０．,００0

盆 o n n n n n
一 ワ ー 竜 一 ? ー 幸 ･ ｰ

１１，０８０，６３３



第 １ １ 号 2011年12月１４日〈苧

平成躯。鯛年度徳島大学睦庸会役員
(201 1.1２ﾉl脱伍）

|皿｡"…2‘

棚脈棚鴛柵伽
名誉会侭

会 長

副会長

鰯 伽

潮理

躯務侃

会 §

柵

総 晶

氏 名

多'１１敏：

河田Ｉﾘ形

東煉〃|蓬：

坂 野 将 一

江 原 p

杉 服 治 メ

悔撫典由う

市原多昏』

竹 林 桂 子

桑 村 曲 叉

富永 i l - . S

松浦千忠弓

雌 久 典 則

’棚棚
学科１

ｎ石【Ｐ

敵

看

詞帥［

凸】雪江

屑
守 宅

助 秘 先
徳島大学I侭学部保健学科里
(徳島大学大学mm研究部２石,鰹

医療法人社何'三愛会三船綱鵬

憾励大学綱I暁
歯ﾘ¥hイルIR'

徳島大単桝院
診療支擾部‘診療放射線技術部ﾄリ

徳島ll『民郷院
中央検在喉

徳馬大半州|肘
地域嵯蝦辿拙センター

徳島大学大学院:III!S研究剤
医用検Cf学榊座

徳島大学大学rams研究割
宥護学拙座

徳島大学大学院11 liS研究州
禰護学測班助座学

棚騎大学火学院UBS研究聞
審渡'淵ⅢⅣ

徳島大学火‘判塊HBS研究淵
医用情報科学識座
徳烏大学大学院HBS研究訂
医用検在学洲蝿
側胤火
科蝦学

ﾉ<学|塊卜IBS研究(’
座助産学

Ｉ伽蛎捌雁洲鵬鋤伽
〒770食8509
徳脚4i城本町3-18-15

〒763-0073
番川県丸触巾作原町361

〒770-850!
徳冊市撒水町2-50-1

〒770-8503
徳蝿市瀧本町2-50-

〒770-0812
徳蝿市北淵三島町２-３４

〒770-850:1
鮒蝿巾戯木町2-50-：

〒770 850<)
徳潟市澱本町3-18-11

〒77０-８5０９
徳醐市蔵本町3-18-Ⅲ

〒77０-８５０!
秘胤Ill戯本町3  18-1i

〒７7(18５0il
惚胤市蔵本町3-18-1!

〒770-8509
徳島.. I職本町s- is- i r

〒770-8501
徳鰯市蔵本町3-18-1

〒770-850!)蝋〃
側朋市城本町3-18-1

晒鯖掛号

TEL 0877 23-2341110

Ill､088 633-908

柵’

側州州柵

理 耶

撚附棚

監 靭

Ⅷ

加根下侭

真 鍋 哩 蕊

米 ID好菖

瞬 佐 京 ラ

天 野 雅 副

山 田 a

i l l岡哲Ｉ

征川知位弓

阿部脚：

山hi順一』

中道玲．

前 山 恵 子

後服美弥子

剥

聯棚

検

助

徳島大学綱院
西病棟９硝

徳島大挙桝I淵
束病棟2 m

徳鳥市腿荊|暁
回復IWl・リハビリテーション綱Ｍ

徳島火学桝|暁
眼科外来

徳島大学洲$
診療支援部診猟放射線技術部r

徳鳥人学桝１$
診撫支授部診蹴放射線技術部１冊
鮒勘県倣ill央桝Ｍ
医療技術局放射線技術#：
徳島県立中央病‘
医療技術局検査技術維

徳島大学洲Ｉ
診療文mm検代(’
徳蜘ﾘﾊ立巾央綱|り
涙療技術肘検査技術膿

自 笥

徳島大学ｿ,棚
小児科外外

自 龍

〒770 850:
徳島市蔵本町2-50-

〒７７０-８５０：
撫勘市減水町2-50-1

〒770 0812
穂脇市北備三期町2-3‘

〒77()･8502
徳勘市減水町2-50-1

〒770-8503
徳胤市蔵本町2-50-1

〒７70-850:
側蝿市威本町2-50-1

〒770 85:19
徳尉Ill城本町i lo a

〒７７０-８５３
徳島市蔵本町１-１０-：

〒770-8503
徳鮎ill撒水Ⅲr2-50  I

〒77()-8539
徳間叶祇本町i- io - :

〒770-000!
徳略N|i北矢三町4-9-8-2

〒770-8503
徳醐市蔵本町2-50  I

〒771-０１42
惚鮒制Ill内町沖ﾉ脚4‘１７-１

ⅧⅢ̅０８８輯６２２-５に

Ill 088-633 9091)

手 塚 他 一 検 自 負 〒７７９-３１２４
徳間市I刺府町中570-2



第 １ １ 巻(10）2011年12月1４

徳胤大学に側するニュースをお肺けします。獅細は伽大広畑並びに水学ホームページを御脆くださし、
また、会員の皆嫌の御意兇や御要望をお寄せください。

徳島大学総務部総務課(Tel:088-656-7021    Fax:088-656-7012)

いて特に納尿病閲迎、眼科関連、m化州内科関連、ｲﾉ'!胤器|ﾉ１
科側辿、歯科インプラント閲巡、側周掴側迎などの分卿の敬
員のモンゴル他康科学大学への一定期IⅡlの派遣、（２）生薬学
天然物化学分野での指導・教育を行うとともに、薬用植物を
含む天然薬用資源に側する共同研究の推進、（３）予防歯学分
野での活動・研炎に対して指導・協力壮行うとともに、共同
研究の推進､歯科衛生士謎成教育の術騨･協力、（‘1）遮隔医療
遡隔数育の柵蕊の推進など、国際辿拠を推進する予定です。

｜学内の状況
１と<しま地域産学宮共同研究拠点を開所
独立行政法人科学技術振興機櫛(J  ST)による地域産学

宮共fBl研究拠点の事莱採択に伴い、５月24日、とくしま地域
雌学'|守共同研究拠点准常三島キャンパス・産学官連拙プラザ
内及びサテライI､拠点として県立工業技術センターにⅢ所し
ました。同拠点は地域経済活性化に向けて県と徳島大学がI'l
心になり、最先蝋の研究で県内企業を支援するための施股で
す。LED (発光ダイオード）部門、エネルギー部Vﾘ遊股け、新
しい応用製品を製造するための機鮒、街エネルギー製,抽准生
み出すための装償など31台の機器を伽えています。今後は企
業からの申請を受け、備えた機器で研究開発を進め、企業の
技術力向上と砺業‘Iimに役立つことが期待されています。
Milの11Ｈ所式では、飯泉知覗、香川学畏らのテープカット

に縦き、大学や企紫の関係打による兇学会があり、「雄仮盤加
工システム｣､｢微細椛造観察装侭」等の機器が公開されました。

I I学生関係
１入学式
４月６日、アスティとくしまで平成23年度入学式が堆行さ

れ、香川学長が合計2.0Z5名（学部ｌ年次1.318名、学部３艇
次54名､大学院修i: m士柵期）抑縄515名、大穀院m i: m
士後mmmi8名､助派学聯攻科20i)の入学種許可しました
入学生を代表し、雛学部の坂本光さんの総代宣誓の後、学

長から「幅広い知識と、物事を多くの巡った様々な角度かと
見ることのできる力を会得されるよう願います」との式辞が
ありました。

２株式会社ニコンインステツクとの連携・協力に関す
る包括協定を締結

'I'-戒23年5)13011、徳勘大学は株式会社ニコンインステ"，
クとの巡ＭＩ・'筋力に|A1する包柄協定を締結し、n印式を行し
ました。
徳島大学は、平成23年１月に最先端の装置を導入した全国,肖

数のイメージング施股であるバイオイメージングステーショ
ンをlﾙl股しました。そこには、実験助物用のiPET、MKI、( T、
Ill vlvoイメージング裟脳や最先ｳ;;iの顕微鏡群が殻慨されてし
ます。これらの顕微鏡の導入については、これまでの技術開
発の伝統と優れた実綱をもとに次々と殿先端顕微鏡を発喪さ
れている株式会社ニコンインステックのご協力を得てきまし
た。この度、連挑・協力関係をさらに強化し、相互の牧育
研究の一・掴の進催をII桁して包括協定を締結することになし
ました。

Ⅲ研究助成金
外部資金受け入れ状況（平成22年陵）

共同研究1７1件348.760千円
受託研究138件963 ,750千円
寄附金1.037件1.346.2:57千｢ｒ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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編集 j 後記少
卿天災は忘れた頃に来る〃という言梨

はよく知られているが､今年は本当に災
害の多い年回りとしかいいようがない

３束日本大震災への羅援金を日本赤十字社徳島支部へ
寄託

平成23年６月31!､徽島大学は､東Ｒ本人震災義援金（第一銅次）
880万円を日本赤|･字社徳島支部に寄庇しました．
投援余は、教職員の他、大学病院の患荷さん、卒業式、入

学式に出席した学生や保漉荷の方々から寄せられました。弊
金浦による義掻金は、平成24年３月3111まで募巣することと
しています。

３月11日14時46分18秒宮城県沖で発生した東北地方太平洋
沖地震､引き続いて襲ってきた言葉も出なくなるような大瀧波と
福島第一原子力発電所放射能漏れ事故､さらには９月4日の台風
12号による洪水･土砂災害などなど､これでもがといわんばかり
の自然の脅威を見せつけられることになづてしまった。
今回､災害派遣医療ﾁー ﾑの一員として被災地に赴かれた同

悪生の方々 に原稿をお願いした｡遠くない将来､超こりうるだろ
う東海･東南海･南海地麓に備え恵社会人･医療人とじてやれる
こと､なすべきことの一助にしていただければ幸いである例
また､新たな貿格を取得しﾊｲｵﾆｱ的に活躍している方々に

も原稿をお願いした｡いつの時代にも新しい風が吹いてK世の中
は変化していくのである。４モンゴル健康科学大学に徳島大学オフィスを開設

徳蝿大学では、呑川学長、玉瞳へルスバイオサイエンス謬
究部艮ら関係背が6)11811にモンゴル雌服科学大学御fl間し、
モンゴル仙服科学大学他物Iﾉﾘに徳胤大学オフィスをlﾙI,世し蚕
した。
今後は、同オフィスを利用して(１)医療指導・協ﾉJに二

未曾有の大震災から半年を過ぎた今も､被災地の復旧｡復興
はほとんど進ま式多くの人々が苦しんでいる４早急な対策と恩
の長い支援が続くことを願って止まない。

徳 島 大 学 睦 眉 会 理 馴 一
徳島大学医学部附属衛生検査技師学校5期生松浦千恵子


